
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成21年７月15日

【四半期会計期間】 第30期第１四半期(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31

日)

【会社名】 株式会社ＮＥＳＴＡＧＥ

【英訳名】 ＮＥＳＴＡＧＥ ＣＯ.,ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長　光成　英一朗

【本店の所在の場所】 大阪府豊中市岡町２番５号

【電話番号】 ０６（６８４９）５４９９

【事務連絡者氏名】 取締役業務管理本部本部長　　杉林　加一朗

【最寄りの連絡場所】 大阪府豊中市岡町２番５号

【電話番号】 ０６（６８４９）５４９９

【事務連絡者氏名】 取締役業務管理本部本部長　　杉林　加一朗

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所

　 （東京都中央区日本橋茅場町１丁目５番８号）

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社ＮＥＳＴＡＧＥ(E05063)

四半期報告書

 1/25



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第30期

第１四半期累計(会計)期間
第29期

会計期間
自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成20年３月１日
至　平成21年２月28日

売上高 (千円) 881,118 15,958,437

経常損失 (千円) 241,814 757,017

四半期(当期)純損失 (千円) 258,116 2,277,804

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─

資本金 (千円) 1,783,024 1,783,024

発行済株式総数 (株) 50,767,234 50,767,234

純資産額 (千円) △944,122 △690,145

総資産額 (千円) 1,205,644 1,543,005

１株当たり純資産額 (円) △18.63 △13.61

１株当たり四半期
(当期)純損失金額

(円) 5.09 44.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─

１株当たり配当額 (円) ― ─

自己資本比率 (％) △78.3 △44.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △65,840 1,288,648

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 73,466 △557,093

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,484 △938,938

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 16,258 12,117

従業員数 (名) 29 65

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

　ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法適用会社がないため記載しておりません。

４　第29期及び第30期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１

株当たり四半期（当期）純損失であり、且つ希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５　第30期第１四半期会計期間末の従業員数が前期末に比べ36名減少いたしましたのは、主にＴＶゲーム関連事業

における事業再編に伴い直営店舗の閉鎖を行ったことによるものであります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社においても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

なお、当社の親会社であるジェイオーグループホールディングス株式会社は平成21年５月31日付で大阪

証券取引所により上場廃止が決定され、平成21年７月１日をもって上場が廃止されました。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年５月31日現在

従業員数(名) 29 (58)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。

４　第30期第１四半期会計期間末の従業員数が前期末に比べ36名減少いたしましたのは、主にＴＶゲーム関連事業

における事業再編に伴い直営店舗の閉鎖を行ったことによるものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間において、生産実績はありません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期会計期間において、受注実績はありません。

　

(3) 仕入実績

当第１四半期会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門別の名称 仕入高(千円)

ＴＶゲーム関連事業 598,912

その他の事業 817

合計 599,730

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　前事業年度において事業部門別に区分しておりました「ＡＶ関連事業」及び「書籍関連事業」につきまし

ては、当第１四半期会計期間において仕入実績はありません。

　

(4) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 販売高(千円)

ＴＶゲーム関連事業 868,112

その他の事業 13,005

合計 881,118

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第１四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱センタイ 656,266 74.5

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前事業年度において事業部門別に区分しておりました「ＡＶ関連事業」及び「書籍関連事業」につきまし

ては、当第１四半期会計期間において販売実績が僅少なため、「その他の事業」に含めて記載しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題に端を発する世界的な金融危機

による想定をはるかに超えた円高、大幅な雇用の調整、世界的な消費の低迷により企業収益の減少を招き、

その結果、企業の設備投資が減速し、個人消費もさらに低迷するなど厳しい経営環境となっております。

　ＴＶゲーム関連業界におきましては、大型タイトル「龍が如く３」「バイオハザード５」「モンスターハ

ンターＧ」が発売され、それぞれ順調な売れ行きとなりましたが、ミリオンクラスの大型タイトルの発売の

あった前年ほどの勢いは無く、また、ハード市場におきましては、Nintendo DSi、PSPの新カラーバリエー

ションが発売され、順調な売れ行きとなっているものの、携帯ゲーム機自体が既に普及していることもあ

り、市場環境は全体的に景気低迷の影響を受け低調な推移となりました。

  このような状況のもと、当第1四半期会計期間においては、収益力の改善、コスト削減を推進する中で、す

べての直営店舗と委託型店舗を閉鎖したことにより、大幅に売上高が減少いたしました。

　また、前事業年度において当社の親会社であるジェイオーグループホールディングス株式会社（以下、

JOGHD）グループの中核企業であり、かつ当社の兄弟会社（JOGHDの子会社）であるジェイオー建設株式会

社の民事再生開始により、当社とメーカーとの取引がこれまでどおりに行えない等の影響があり、前事業年

度において、JOGHDとの株式交換契約の合意解除や株式会社センタイとの業務提携等の事業展開を図ること

で、当社主力事業のＴＶゲーム関連における与信を早急に回復し、商品供給体制を安定させることに懸命に

努めてまいりました。

  以上の結果、当第１四半期会計期間の業績は以下のようになりました。

（売上高）

当第１四半期会計期間における売上高は、収益力の改善、コスト削減を目的とした直営店舗の閉鎖等に

より、８億81百万円となりました。

（売上総利益）

当第１四半期会計期間における売上総利益は、上記の売上高の要因に加え、在庫の処分を行ったこと等

により、58百万円となりました。

（営業損益）

当第１四半期会計期間における営業損益は、上記の売上総利益の要因によるものの、人件費及び支払手

数料の計上等により２億31百万円の損失となりました。

（経常損益）

当第１四半期会計期間における経常損益は、上記の営業損益の要因に加え、支払利息の計上等により２

億41百万円の損失となりました。

（四半期純損益）

当第１四半期会計期間における四半期純損益は、上記の経常損益の要因に加え、直営店舗の閉鎖損失の

計上等により２億58百万円の損失となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第１四半期会計期間末における資産合計は、12億５百万円となり、前事業年度末に比べ３億37百万円

減少いたしました。主に、販売及び評価損によるたな卸資産の減少２億22百万円によるものであります。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末における負債合計は、21億49百万円となり、前事業年度末に比べ83百万円減少

いたしました。主に、未払金の減少77百万円によるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期会計期間末における純資産は、９億44百万円の債務超過となり、前事業年度末に比べ２億

53百万円減少いたしました。主に、四半期純損失２億58百万円の計上による利益剰余金の減少によるもの

であります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比べ４百万円増加となり、16

百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の減少が２億22百

万円及び仕入債務の増加が１億44百万円となった反面、税引前四半期純損失を２億57百万円計上したこ

とや売上債権が１億45百万円増加したことが主たる要因となり、65百万円の流出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付金の回収による収入32百

万円や差入保証金の回収による収入38百万円が主たる要因となり、73百万円の流入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出

が２億16百万円となった反面、短期借入による収入２億15百万円が主たる要因となり、３百万円の流出と

なりました。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

債務超過による上場廃止について

  当社は、当第１四半期会計期間末において、９億44百万円の債務超過の状態にあり、当事業年度末まで

に債務超過の状態が解消されない場合は前事業年度に引き続き二期連続での債務超過となることから、

株式会社ジャスダック証券取引所が定める株式上場廃止基準に抵触するため当社には上場廃止のリスク

があります。　

しかしながら、現状の収益力では、９億44百万円の債務超過を当事業年度内で解消することは実質不可

能なことから、新株の発行等により債務超過額以上の増資を行うことで、債務超過の解消を図る予定であ

ります。

詳細につきましては「第５　経理の状況　１. 四半期財務諸表」の継続企業の前提に重要な疑義を抱か

せる事象又は状況を参照してください。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間に以下の設備を除却いたしました。

　

事業所名
（主な所在地）

事業部門別の名称 設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
（人）器具備品 合計

直営店舗
(全国26箇所)

TVゲーム・AV・書籍 店舗設備等 3,998 3,998 18

　

２ 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 203,068,936

計 203,068,936

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 50,767,23458,459,542
ジャスダック
証券取引所

単元株式数：1,000株

計 50,767,23458,459,542― ―

(注)平成21年６月18日付で第三者割当による新株の発行の払込完了により発行済株式数が7,692,308株増加しており

ます。
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(2) 【新株予約権等の状況】

　

①平成17年12月22日定時株主総会決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年５月31日)

新株予約権の数（個） 54　(注１)

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　54,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 329　(注２)

新株予約権の行使期間 平成20年３月１日～平成22年２月28日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価額　　329
資本組入額　165

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社又は100%子会社の取
締役、監査役又は従業員（顧問、相談役を含む）
であることを要する。
対象者が死亡した場合には、相続人が権利行使
することができない。

新株予約権の譲渡に関する事項
権利の譲渡、質入、担保供与その他一切の処分を
することができない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

ただし、新株予約権の割当日後、当社が株式分割（配当可能利益又は準備金の資本組入れによる場合も含むも

のとし、以下同様とする。）又は株式併合を行う場合、各対象者に付与される新株予約権により発行される株

式の数は、次の算式により調整されるものとする。

ただし、かかる調整は、当該時点において対象者が新株予約権を行使していない目的たる株式についてのみ行

われるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

（調整後生じる１株未満の端数は切捨てる。）

２　新株発行価額

新株予約権の目的たる株式１株当たりの発行価額は、権利付与月の前月の各日（ただし、取引が成立しない日

を除く。）のジャスダック証券取引所が公表する当社額面普通株式の午後３時現在における直近の売買価額

の平均値に1.05を乗じた価額とし、１円未満の端数は切り上げる。

なお、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により発行価額を調整し、調整により生じる１円

未満の端数は切り上げる。

調整後発行価額＝調整前発行価額×
１

分割・併合の比率

　また、当社が他社との吸収合併又は新設合併を行う場合、取締役会の決議に基づき、必要と認める発行価額の
調整を行う。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　
当第１四半期会計期間中に発行済株式総数及び資本金等に異動はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年５月31日 ─ 50,767,234 ─ 1,783,024 ─ 1,021,008

　
なお、当第１四半期会計期間末日後、第三者割当による新株の発行が完了し、その内容は以下のとお

りであります。
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月18日 7,692,30858,459,54250,0001,833,02450,0001,071,008

(注)　第三者割当　発行価格　１株につき13円　資本組入額　１株につき6.5円

主な割当先　株式会社BgenuineTec、柏原 武利

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年２月28日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成21年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）   

― ─
普通株式　 76,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 50,682,000 50,682 ─

単元未満株式 普通株式 9,234 ― ─

発行済株式総数 　 50,767,234 ― ―

総株主の議決権 ― 50,682 ―

　 　 　 　 　
(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000,000株含まれております。

　また、「議決権の数」の欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1,000個が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成21年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＮＥＳＴＡＧＥ

大阪府豊中市岡町２番５号 76,000 ─ 76,000 0.15

計 ― 76,000 ─ 76,000 0.15

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

　
４月

　
５月

最高(円) 11 40 23

最低(円) ５ ９ 17

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所市場におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までに役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成21年３月１日か

ら平成21年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、堂島監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第29期事業年度　監査法人ウィングパートナーズ

第30期第１四半期累計期間　堂島監査法人

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 71,758 67,617

受取手形及び売掛金 277,547 132,197

商品 106,615 329,284

その他 265,674 456,409

貸倒引当金 △189,245 △185,603

流動資産合計 532,350 799,905

固定資産

有形固定資産 ※1
 164,341

※1
 162,185

無形固定資産 106,016 119,757

投資その他の資産

破産更生債権等 443,569 443,718

差入保証金 357,501 405,224

その他 90,573 111,075

貸倒引当金 △488,707 △498,861

投資その他の資産合計 402,936 461,157

固定資産合計 673,294 743,100

資産合計 1,205,644 1,543,005

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 191,433 196,808

短期借入金 1,210,826 1,205,000

1年内返済予定の長期借入金 82,200 84,700

未払金 201,407 279,324

未払法人税等 20,521 18,114

店舗閉鎖損失引当金 14,280 16,320

リース資産減損勘定 63,258 －

その他 75,104 62,721

流動負債合計 1,859,032 1,862,989

固定負債

長期預り保証金 255,350 267,150

長期リース資産減損勘定 35,385 103,011

固定負債合計 290,735 370,161

負債合計 2,149,767 2,233,151
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,783,024 1,783,024

資本剰余金 1,022,147 1,022,147

利益剰余金 △3,739,223 △3,481,106

自己株式 △4,483 △4,471

株主資本合計 △938,533 △680,406

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,588 △9,739

評価・換算差額等合計 △5,588 △9,739

純資産合計 △944,122 △690,145

負債純資産合計 1,205,644 1,543,005
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

売上高 881,118

売上原価 822,399

売上総利益 58,719

販売費及び一般管理費 ※1
 289,991

営業損失（△） △231,272

営業外収益

受取利息 652

受取地代家賃 1,550

その他 1,772

営業外収益合計 3,975

営業外費用

支払利息 12,960

その他 1,557

営業外費用合計 14,518

経常損失（△） △241,814

特別利益

固定資産売却益 111

貸倒引当金戻入額 6,362

特別利益合計 6,474

特別損失

店舗閉鎖損失 18,062

その他 3,766

特別損失合計 21,828

税引前四半期純損失（△） △257,168

法人税、住民税及び事業税 947

法人税等合計 947

四半期純損失（△） △258,116
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △257,168

減価償却費 17,921

長期前払費用償却額 472

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,512

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △2,040

受取利息及び受取配当金 △652

支払利息及び社債利息 12,960

受取賃貸料 △1,550

固定資産売却損益（△は益） △111

売上債権の増減額（△は増加） △145,349

たな卸資産の増減額（△は増加） 222,669

仕入債務の増減額（△は減少） 144,411

差入保証金の増減額（△は増加） 2,340

預り保証金の増減額（△は減少） △15,000

その他 △38,102

小計 △65,711

利息及び配当金の受取額 511

利息の支払額 △641

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,840

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 111

貸付金の回収による収入 32,761

差入保証金の回収による収入 38,234

投資不動産の賃貸による収入 1,550

その他 809

投資活動によるキャッシュ・フロー 73,466

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 215,501

短期借入金の返済による支出 △216,474

長期借入金の返済による支出 △2,500

その他 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,484

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,140

現金及び現金同等物の期首残高 12,117

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 16,258
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

当社は、前事業年度に引き続き当第1四半期会計期間において231,272千円の営業損失及び258,116千

円の四半期純損失を計上しており、その結果944,122千円の債務超過になっております。また金融機関

からの借入につき返済条項の不履行があり、新規借入が困難な状況にあります。

これにより、当社には継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を行う所存であります。

１．収益力の改善及びコスト削減

平成21年４月23日に締結した株式会社BgenuineTecとの業務提携を元に、現在使用している顧客・

会員管理システムの見直し及び低コスト化を図ると共に、セキュリティの高いインターネット販売

システムを構築してまいります。さらに、将来におけるゲーム機への指紋認証技術の搭載を提案し、

新たな収益モデルを構築してまいります。

 また、当第１四半期において、すべての直営店舗と委託型店舗を閉鎖いたしました。今後も人件費

を中心とする固定コストの一層の削減を推し進めるとともに、資産効率の改善に努めてまいります。

　さらに、下記「２．資本政策」の効果により当社の与信を回復し、仕入資金の不足によるFC店舗に

対しての不安定かつ不十分な商品供給の状況を改善し、売上高及び収益の確保を図ってまいります。

２．資本政策

債務超過を解消するべく、エクイティファイナンスによる資金調達を実施してまいります。なお、

重要な後発事象に記載のとおり、平成21年6月18日に業務提携先である株式会社BgenuineTec及び柏

原武利氏への第三者割当増資により、100,000千円の自己資本を調達いたしました。今後も広く第三

者割当増資の引き受け等の交渉を行っていく予定であります。

さらに平成21年7月にＩＴイノベーション戦略投資事業組合から総額200,000千円の借入を実施

し、未払債務の支払及び運転資金の確保に充てております。金融機関からの借入につきましても、返

済条件の見直しを行うとともに新たな借入を行うべく関係を構築してまいります。

これらの施策の実行により、収益基盤が回復すると共に、与信回復や資金の安定を図ることが可能と

なり、結果として財務指標や株価の回復も想定できると考えることから、継続企業の前提に関する重要

な疑義を解消できるものと判断しております。

従いまして、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影

響を四半期財務諸表には反映しておりません。
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

１　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、総平均による原価法によっておりましたが、当第

　１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が

　適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

　簿価切下げの方法）により算定しております。

　　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

２　リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

　っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正

　平成19年３月30日　企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

　準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）が平成20年４月

　１日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用できることになったことに伴い、当第１四半期会

　計期間よりこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に準じた会計処理によっております。

　　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期

　間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法を採用して

　おります。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き

　続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　　この変更による損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

棚卸資産の評価方法

　　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

　礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

　り、簿価切下げを行う方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　461,514千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　466,159千円

　２　偶発債務 　２　偶発債務

リース会社への未払リース残高に対して保証予

約を行っております。

リース会社への未払リース残高に対して保証予

約を行っております。

リース債務 ㈱モアグッドタイム 894千円

計 　 894　
　

リース債務 ㈱モアグッドタイム 2,055千円

計 　 2,055　
　

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間
　

当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当　　76,709千円
支払手数料　81,857千円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸

　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  現金及び預金 71,758千円

　預入期間が３か月超の定期預金 △55,500　
  現金及び現金同等物 16,258　

　
　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成21年５月31日)及び当第１四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21

年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 50,767,234

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 77,422

　
３　新株予約権等に関する事項
　

該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　

該当事項はありません。
　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日
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が当四半期会計期間の末日後となるもの
　　　

該当事項はありません。
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５　株主資本の著しい変動に関する事項
　

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。
　

(リース取引関係)

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期会計期間末におけるリース

取引残高は、前事業年度末と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。
　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。
　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。
　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
　

(持分法損益等)

当社は、持分法適用会社がないため、該当事項はありません。
　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

１株当たり純資産額 △18.63円
　

１株当たり純資産額 △13.61円
　

　

２　１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　
当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

１株当たり四半期純損失金額 5.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、且つ希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 258,116

普通株式に係る四半期純損失(千円) 258,116

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数（株) 50,690,178
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(重要な後発事象)

当第１四半期会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

１　新株の発行

当社は、平成21年６月２日の取締役会において第三者割当による新株の発行を決議し、平成21年６

月18日付けで払い込みが完了しております。

１.発行する株式の種類及び数　当社普通株式7,692,308株

２.発行価格 １株につき13円

３.発行価格の総額 100,000千円

４.資本組入額 １株につき6.5円（総額50,000千円）

５.日程

(1)申込期日 平成21年６月18日

(2)払込期日 平成21年６月18日

６.割当先及び割当株式数

株式会社BgenuineTec 　1,923,076株

柏原 武利 　5,769,232株

７.資金の使途

(1)グループ会社への借入金の返済

(2)租税公課及び社会保険料の支払

(3)営業債務及び預り保証金の支払

(4)借入金利息及び遅延損害金の支払
　

２　資金の借入

当社は、未払債務の支払及び運転資金への活用のため、平成21年７月３日、平成21年７月７日、平成

21年７月10日にそれぞれ資金の借入を実施いたしました。

１．借入先の名称

ＩＴイノベーション戦略投資事業組合

２．借入金額、借入条件、返済方法

総額200,000千円

利率8.8％

元利一括弁済

３．実施時期

平成21年７月３日　 95,000千円

平成21年７月７日　 55,000千円

平成21年７月10日 　50,000千円

４．返済期限

平成21年８月31日
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２【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月15日

株式会社ＮＥＳＴＡＧＥ

取締役会　御中

　

堂島監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　城　　哲哉　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　田中　祥始　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＥＳＴＡＧＥの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第30期事業年度の第１四半期累計期間

(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＥＳＴＡＧＥの平成21年５月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
（追記情報）

１．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、会社は、前事業年度に

引き続き当第１四半期会計期間において231,272千円の営業損失及び258,116千円の四半期純損失を計

上しており、その結果944,122千円の債務超過になっている。また、金融機関からの借入につき返済条項

の不履行があり、新規借入が困難な状況にある。これらにより、会社には継続企業の前提に関する重要な

疑義が存在している。当該状況に対する経営計画等は当該注記に記載されている。財務諸表は継続企業

を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を財務諸表には反映していない。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年６月２日の取締役会において第三者割当に

よる新株の発行を決議し、平成21年６月18日付けで払い込みが完了している。

３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、未払債務の支払及び運転資金への活用のため、平成21

年７月３日、平成21年７月７日、平成21年７月10日にそれぞれ資金の借入を実施している。
　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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